
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 学期が始まり、1 カ月がたちました。2 学期は、子どもたちが楽しみに

している行事が多くあります。9 月には、赤江っ子運動会を行いましたし、１～4 年生は、遠足に出かけ

ました。今月は、5 年生の大山宿泊学習、6 年生の修学旅行を予定しています。一つ行事を終えるごとに

まわりたくましくなる子どもたち。これからの成長が楽しみです 

 

 

 9 月 17 日（土）に赤江っ子運動会を開催しました。台風の影響で、天候を心配しましたが、無事に終

えることができました。子どもたちは、一人一人が張り切って参加していて、中でも、6 年生はリーダー

として下学年を巻き込み、色別活動をやり遂げました。応援合戦はどの組も見ごたえのあるものでした。

この日に至るまでの、頑張りで 6 年生を筆頭に子どもたちがひと回り成長したように思います。 

運動会終了後には、全校で「運動会の振り返りの会」をしました。各組に分かれ、6 年生が思いを語り、

5 年生からは、6 年生に向けてねぎらいの言葉が送られました。これからの、子どもたち活躍がますます

楽しみになりました。来年は、5 年生たちがきっと活躍することと思います。 

保護者の皆様には、ご多用の中、お出かけくださり声援を送っていただきました。お陰様で、子どもた

ちは、いつも以上に力が発揮できたのではないかと思います。 

ＰＴＡ役員の皆様には、早朝からテント設営や万国旗張りなどの作業をしてくださり、また、片付けも

手伝ってくださって、大変助かりました。心よりお礼申し上げます。 
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       赤江小学校だより 
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赤江小学校は、開校150年 

（明治6年5月23日開校） 

 

力を合わせて頑張った赤江っ子運動会 



  

 

 

9 月 28 日に体育館のステージ幕（袖幕と一文字幕）が新調さ

れました。昭和 62 年に現在の体育館が竣工して以来、はじめて

の幕の新調となります。末永く大切に使っていきたいと思いま

す。9 月 29 日には、ステージ幕披露の全校集会を行いました。

児童会の開校 150 年記念の委員長会が進行し、二岡ＰＴＡ会長

にも参加していただきました。保護者や地域の皆様には、11 月

の文化祭や学習発表会の際に披露いたします。 

  

 

 

夏休みに募集した「150 年記念キャラクター」と「150 年記念

ポスター」の選考結果です。ポスターに 3 点、キャラクターには

122 点の応募があり感激しました。いずれの作品もよく工夫

されていて感心しました。開校150年実行委員と児童会の150

年記念委員長会のメンバー、教職員により選考し、下記のよ

うな結果となりました。今後、学校から配布する文書や行事

等のポスターにも使用させていただく予定です。 

体育館のステージ幕の新調（開校150年記念事業） 

150年記念キャラクターとポスター 

川中悠乃さん（4 年）は、「マイン

クラフト」で赤江小の校舎を作るこ

とにチャレンジ！（特別賞） 



   

ベリーナイスポスター賞 

田中結菜さん（5 年） 

ベリーナイスキャラクター賞 

永島綾乃さん（4 年） 

特別キャラクター賞 

斎藤 光さん（4 年） 

〔ポスターの部〕 

ナイスポスター賞 大江宏樹さん（2 年） ポスター賞 田中沙和さん（6 年） 

〔キャラクターの部〕 

ナイスキャラクター賞 大櫃朋葉さん（5 年） ナイスキャラクター賞 中本幸芽さん（5 年） 

ナイスキャラクター賞 大江宏樹さん（2 年） キャラクター賞 岩田 芽さん（6 年） 

キャラクター賞 田中沙和さん（6 年） キャラクター賞 二岡野々実さん（6 年） 

キャラクター賞 池田華穂さん（4 年） キャラクター賞 加藤桔平さん（4 年） 

キャラクター賞 和田拓馬さん（3 年） キャラクター賞 小田川遥真さん（2 年） 

キャラクター賞 加藤多恵さん（2 年）   

 

 

 赤江小の歴史には、戦争により重く苦しい中で学習した時代もありました。「赤江教育百年誌」には、

「僕たちは修学旅行も無く、卒業証書も粗末な紙であった。小学校時代の思い出は暗いものばかり」とい

う文面も見られます。今回は、「赤江教育百年誌」より太平洋戦争中の当時の赤江小の様子を紹介します。 

「想い出」三島俊夫さん（昭和 21 年卒業） 

十九年頃になると、B29 の空襲も日本各地で聞かれるよう

になり「非常時」や「国民精神動員」では追いつかなくなり

「一億玉砕」が叫ばれ「本土決戦」に備えて竹槍訓練が行われた。敵機はそれをあざわらうかのよう

に、三柳飛行場や日立安来工場も空襲の対象とした。空襲警報が発せられると下校するのが通常であ

った。赤江には直接爆弾は投下されたことはなかったと思うが、高射砲弾の破片がものすごいうなり

で田んぼに落ち、子ども心に恐ろしかったことを記憶している。夜も縄ないなどがあり、ふかしいもな

どを提供された。また、論田海岸で塩作りをした。今も前庭の松の木に松ヤニとりの跡が残っている。 

「想い出」山崎 要さん（昭和 23 年卒） 

夏の桑の皮はぎ、手にまめを作り苦しかった。秋の落ち穂拾い、出征兵士留守家庭への集団手伝い、

帰りには大根付けを一本ずつ貰いまるかじりしながら帰った。すき腹に実に美味しかった。冬の味噌

汁給食。日課のようにとったイナゴの入ったやつだ。少しくさくはじめは戸惑ったが冷え切った腹に

はやはりおいしかった。足の踏み場も惜しんで一面のサツマ芋畑となった校庭。窓ガラス 1 枚残さず

開校150年記念コラム（第6回） 



にたて横に紙を張り、天井は打ち抜かれ、廊下には竹やりが立ち並び、椅子には防空ずきんがかかり、

たびたび防空演習があった。 

 毎年、6 年生は修学旅行に合わせて「平和学習」に取組んでいます。今年も、修学旅行で、県内の戦争

遺構を見学したり、語り部さんからお話をお聞きしたりする予定です。 

保護者の皆様から、「赤江小の思い出」を募集したところ、多数お寄せいただきました。とても感謝し

ております。次回から、随時掲載させていただきます。 

 

 

  

芸術鑑賞教室「パンノートマジック」 

9 月 22 日に、ドラム缶から生まれた楽器スティ

ールパンの演奏を聴きました。体育館に響きわた

り迫力満点。素敵な音色にひたりました。 

「おもちゃランドをひらこう」（2 年生生活科） 

 友だちと協力しながら、おもちゃを作ったり、

遊びを工夫したりしています。1 年生が楽しんで

遊んでくれるように頑張って準備してます。 

 

♡ブランドン先生♡ よろしくお願いいたします 

 2 学期から、英語の授業で教えてくださっています。アメリカから来られまし

た。日本語がとても上手です。 

東日本大震災後には、3 カ月間、東北で過ごされたそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【10月の主な予定】  

月・水・金…購買の日（お知らせ：4月からA4版のノートは180円になっています。） 

10月4日（火） 新掃除場所スタート 19 日（水） 委員会 

5 日（水） 大山宿泊学習（5年） 20 日（木） 日立金属工場見学（5の 1） 

   ６日（木）    〃 21 日（金） SC、第 2回開校150年実行委員会 

７日（金） SC 24 日（月） 教育実習（11月 18日まで） 

  12 日（水） 委員会 25 日（火） 日立金属工場見学（5の２） 

14日（金） 参観日（人権同和教育公開） 27 日（木） 修学旅行 

18日（火） 児童会 150年記念委員長会 28 日（金） 修学旅行 

フッ素・・毎週水曜日  ALT・・毎週木曜日  SC」・・スクールカウンセラー来校日 

気をつけて！ 

学習の様子から 


